
平成２８年度当初予算の概要

【第１表　当初予算総括表】

（単位：千円）

61,900,000 61,100,000 800,000 1.3  

事業勘定 15,525,412 15,327,152 198,260 1.3  

施設勘定 166,793 166,448 345 0.2  

2,123,625 2,128,415 △ 4,790 △ 0.2  

232,576 221,151 11,425 5.2  

6,652,906 6,236,256 416,650 6.7  

170,625 171,404 △ 779 △ 0.5  

975,222 837,711 137,511 16.4  

501,390 550,778 △ 49,388 △ 9.0  

2,965,921 3,025,540 △ 59,619 △ 2.0  

29,314,470 28,664,855 649,615 2.3  

91,214,470 89,764,855 1,449,615 1.6  

（２）会計別予算規模

　平成28年度当初予算の総額は912億1447万円で、その内訳は一般会計が619億円、特別会計
が8会計（9勘定）で293億1447万円です。

　前年度と比較すると、一般会計で8億円（1.3％）の増額となりましたが、国際医療福祉大
学医学部および附属病院の整備に伴う、国家戦略特区推進事業が大幅な増額となったことに
よるものです。
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　また、特別会計で介護保険において約4億円（6.7％）の増額となりましたが、これは介護
サービス給付費が増額となったことによるものです。
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【用語解説】

　会計の名称

簡 易 水 道 事 業

水 道 事 業

会計の名称 内容

　市の基本的な行政を行うための会計です。

国 民 健 康 保 険
　事業勘定では、被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに
際し、必要な保険給付を行い、施設勘定では、大栄診療所
の運営を行います。

　都市排水施設の整備を行い、市民生活の環境整備を図る
ことを目的としています。
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　青果物、水産物などの生鮮食料品を安定した価格で提供
し、市民生活の向上を図ります。

　給水人口が5,000人を超える地区について、安全な水の安
定的な供給を目的としています。

※　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する必要があるときに
設ける会計です。

　被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給付を行
います。

　農業集落におけるし尿、生活雑排水などを処理する施設
の整備を行い、市民生活の環境整備を図ることを目的とし
ています。

　75歳以上の後期高齢者医療に関する保険料の徴収など
を行うことを目的としています。

　給水人口5,000人以下の地区について、安全な水の安定
的な供給を目的としています。


